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６年生の理科は・・科学への架け橋
６年生の理科は、小学校理科の集大成であるとともに、中学校理科（科学）への架け橋

にならなければなりません。そのために、これまでの体験や経験を理科的な視点で見直し

ながら、学習を展開できるようにしています。お知らせしてあります６年のキーワード「環

境」は、グローバルでマクロなものですが、その解決の方法はローカルでミクロでなけれ

ばなりません。つまり、大きな視点を持ちつつ身近な事柄を解決することで、科学的な見

方や考え方を身につけられるようにしたいと考えているのです。そして、心豊かな生活を

送れるための理科にしてほしいのです。

特に、６年生では「自力解決」の方法を、個人で考え、チームで練りまとめ、その考え

を実行し、課題を解決するようにしています。６年生は７つのチームがあります。危険が

ない限りチームで考えた方法で実験・観察をしています。もちろん、うまくいかないこと

もありますが、それは子どもたちの考えを深く掘り下げるのに役立たせるようにします。

先週は、空気中の酸素の割合と呼気（息）の酸素の割合を気体検知管で調べ、人間が必

要としているのは、酸素か空気かを調べる実験をしました。呼気の酸素の割合をどうに調

べるかから、チーム毎に考えさせました。さすがに、口にくわえるような案は許可しませ

んでしたが、ビニル袋を使ったり、風船を使ったりする工夫を考えていました。

←熱くなる検知管を雑巾で

持ち、風船も押さえていま

した。

風船を検知管につけてから →

風船を膨らませる工夫を

考えました。

みんなで協力的に →

実験していました。

「気体検知管」

大事なことは、「実験結果をどう考えるか」です。この解釈の仕方が、科学的な考え方

（いわゆる思考力）を高めるからです。今回の実験では、「呼気の酸素の割合は、空気中

の酸素の割合に比べて減った」ことから、「人間は酸素を必要としていると考えていいか」

が議論となりました。自分の考えをはっきりさせながら、根拠（こうだから、こう考えた）

を示し、お互いに納得できるようにしていきました。まだまだ十分とは言えませんが、紘

輝くんと悠斗くんの討論（下の写真）はなかなかよかったです。

５年「植物の発芽と成長」から
ヨウ素液という薬品を使い、デンプンの存在を知る

実験をしました。種の中だけでなく、パンやごはん（米）

にもデンプンという養分があることを確認しました。

ヨウ素液によるデンプン反応（茶色が青紫色に変わる）

は、６年理科でも使われ、中学校理科でも用いられる

重要な実験方法なのです。

インゲン豆を慎重に切る →


